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�習志野植木市
日　時　４月 25 日（木）～ 4月 30 日（火）

　　　　午前 9：00 ～

場　所　市役所前グランド

連絡先　習志野市公園緑地課　

電　話　451 － 1151（内線 275）

�第 9回クイズオリエンテーリング
日　時　４月 29 日（月）午前 10：00 ～

場　所　市役所前グランド（植木市会場内）

連絡先　習志野市公園緑地課　

電　話　451 － 1151（内線 275）

�フリーマーケットに行こう�
�セイワ習志野ふりふりフリーマーケット
日　時　４月２７日（土）午前 11 時～午後 2時

　　　　※雨天中止

場　所　セイワ習志野玄関前駐車場

　　　　（秋津 3－５－３）

連絡先　セイワ習志野　電話　453 － 1000

※当日は模擬店も出ます。

�サンプラザフェスタ谷津バザール
　フリーマーケット

場　所　京成線谷津駅前広場

日　時　5月 11 日（土）

連絡先　さくら書店

電　話　475 － 5455

�津田沼フリーマーケット
場　所　京成線津田沼駅前ロータリー広場

日　時　５月 12 日（日）

連絡先　ファミリーマート清水屋

電　話　454 － 7225

皆様からの情報お待ちしています。地域の活

動等ありましたら編集部までご連絡下さい。
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花
ま
つ
り
�
・
・
・
東
漸
寺

　

４
月
８
日
は
花
ま
つ
り
で
し
た
。
こ
の

日
は
お
釈
迦
様
の
誕
生
を
祝
う
儀
式
の
日

で
す
。
こ
こ
津
田
沼
地
区
・
東
漸
寺
（
津

田
沼
四
�
一
�
二
十
一
）
で
は
、
毎
年
小

さ
な
花
御
堂
を

飾
り
ま
す
。
そ

し
て
参
拝
さ
れ

る
方
々
が
花
御

堂
の
中
に
あ
る

お
釈
迦
様
へ
甘

茶
を
か
け
る
風

習
が
残
っ
て
い

ま
す
。
ご
住
職

の
田
野
さ
ん
曰
く
、
こ
の
甘
茶
を
か
け
る

風
習
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
お
釈
迦
様

に
天
か
ら
九
竜
が
香
湯
（
雨
）
を
注
い
だ

と
い
う
伝
説
に
ち
な
ん
だ
も
の
だ
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

花
ま
つ
り
当
日
、
参
拝
に
来
ら
れ
た
三

橋
と
よ
さ
ん
（
写
真
右
下
）
は
「
昔
は
、

本
堂
で
大
勢
の
参
拝
者
が
甘
茶
を
か
け
に

訪
れ
、
賑
わ
い
が
あ
っ
た
も
ん
で
す
。」
と

語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
で
は

当
時
の
賑
わ
い
も
な
く
な
り
、
少
し
寂
し

い
様
子
で
お
参
り
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
寺
は
、
真
言
宗
龍
宝
山
摩
尼
珠
院
東

漸
寺
と
い
い
、
大
師
講
第　

番
目
札
所
と

２５

習
志
野
七
福
神
の
福
禄
寿
札
所
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
治
初
期
に
は
、
菊
田
小

学
校
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

早
朝
に
撞
く
お
寺
自
慢
の
梵
鐘
の
音
は
、

屋
根
の
四
隅

に
あ
る
小
鐘

の
音
と
と
も

に
、
心
地
よ

い
響
き
で
、

参
拝
者
の

方
々
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。
毎
年
大

晦
日
に
は
、
参
拝
さ
れ
る
方
々
が
除
夜
の

鐘
を
撞
く
こ
と
も
出
来
る
そ
う
で
す
。
5

月
5
日
『
専
誉
僧
正
恩
徳
会
』
の
祝
い
日

に
も
、
梵
鐘
の
鐘
の
音
が
響
き
ま
す
。
お

近
く
に
お
出
か
け
の
際
は
是
非
御
参
拝
く

だ
さ
い
。
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第10号　5月

習志野にまつわる古い話、逸話などございましたら編集部まで御一報下さい。（ｋ・ｋ）

�
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

今
回
は
「
ホ
ウ
セ
ン

カ
」
の
種
が
入
っ
た

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト

を　

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン

50
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ウ
セ
ン
カ
は
中
国
名

「
鳳
仙
花
」
の
音
読
み
で
、
別
名
「
爪
紅

（
ツ
マ
ク
レ
ナ
イ
・
ツ
マ
ベ
ニ
）
と
呼
び
、

江
戸
時
代
こ
の
花
で
爪
を
染
め
た
り
、
色

水
を
作
っ
て
遊
ん
だ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
種
と
一
緒
に
植
木
鉢
・
腐
葉
土
も

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
初
心
者

の
方
で
も
簡
単
に
育
て
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
ご
応
募
下
さ
い
。
応
募
方
法
は
、

住
所
・
氏
名
・「
あ

さ
ま
る
通
信
」
の

感
想
と
「
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
セ
ッ
ト

希
望
」
と
明
記
の

上
、
上
記
住
所

習
志
野
販
売
「
あ

さ
ま
る
通
信
編
集
部
」
ま
で
ハ
ガ
キ
・
F

A
X
ま
た
は
、
E
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込

み
下
さ
い
。
5
月
5
日
到
着
ま
で
有
効
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
応
募
者
多
数
の

場
合
に
は
抽
選
の
上
発
送
を
も
っ
て
発
表

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
尚
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
当
社
取
扱
新
聞
ご
購
読
の
方
の
み

対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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編
集
後
記

　

読
者
の
皆
様
に
は
、
暖
か
い
お
便
り
を

た
く
さ
ん
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
編
集
部
と
し
て
さ
ら
な
る
紙
面
の
充

実
を
目
指
し
、
新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
「
あ
さ
ま
る
通
信
」
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。（
編
集
ｋ
・
ｋ
）
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サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
限
定
グ
ッ
ズ
販
売
中
�

　

日
韓
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
開
催
ま
で
あ
と

わ
ず
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
習
志
野
販

売
で
は
、
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ペ
ー
パ
ー
朝

日
新
聞
の
協
力
の
も

と
、
Ｗ
杯
限
定
グ
ッ

ズ
を
販
売
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
Ｔ

シ
ャ
ツ
・
タ
オ
ル
の

他
ス
ト
ラ
ッ
プ
等
多

数
の
商
品
を
ご
用
意

し
て

い
ま
す
。
A
S
A
谷
津
・

A
S
A
習
志
野
袖
ヶ
浦
・

あ
さ
ま
る
通
信
編
集
部
の

3
ヶ
所
で
展
示
販
売
し
て

い
ま
す
。
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

お
求
め
下
さ
い
。

�
習
志
野
の
歴
史
を
尋
ね
て

　

鉄
道
連
隊
は
、
明
治　

年
東
京
の
中
野

２９

に
あ
っ
た
陸
軍
士
官
学
校
で
発
足
し
た
鉄

道
大
隊
が
起
源
で
す
。
日
露
戦
争
な
ど
で

大
活
躍
し
、
軍
需
物
資
・
器
材
の
輸
送
と

確
保
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
戦
力
と
し
て

認
め
ら
れ
、
明
治　

年
鉄
道
連
隊
へ
と
昇

４１

格
し
千
葉
県
に
移
転
し
ま
し
た
。
習
志
野

市
津
田
沼
で
は
、
第
２
連
隊
が
駐
屯
し
線

路
の
設
置
・
路
盤
の
構
築
・
鉄
橋
の
爆
破

や
架
橋
等
の
任
務
に
着
き
ま
し
た
。
当
時

の
連
隊
は
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
も
深
く
、

千
葉
か
ら
松
戸
に
か
け
て
の
演
習
線
で
は
、

一
般
人
を
無
料
で
乗
せ
た
り
、
貨
物
や
農

作
物
な
ど
の
輸
送
も
行
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
千
葉
県
だ
け
に
駐
屯
し
た
鉄
道
連
隊

は
、
県
内
各
地

の
鉄
道
建
設
に

も
従
事
す
る
こ

と
も
多
く
、
現

在
の
小
湊
鉄

道
・
北
総
鉄
道
・

南
総
鉄
道
・
京

成
電
鉄
の
建
設

に
携
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
鉄
道
工
事
が
安
価
で
済
み

訓
練
も
出
来
る
と
い
う
、
軍
と
鉄
道
会
社

の
利
害
が
一
致
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
関
東
大
震
災
の
際
に
は
今
の

　

総
武
本
線
の
修
理
も
手
が
け
た
そ
う
で

JRす
。（
写
真
…
千
葉
情
報
館
よ
り
、
引
用

…
習
志
野
市
史
よ
り
）
続
く
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発　行：習志野販売株式会社

〒２７５－００１６

千葉県習志野市津田沼 5-11-10 吉田ビル 3F

TEL　047-454-2355　FAX　047-454-2357

URL　 http://www.asamaru.com／

e-mail　info@asamaru.com

　�　あさまるｉｎｆｏ　�

�

歳
時
記
�

�
母
の
日
（
５
月　

日
）

１２

　

母
の
日
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
送
る
起

源
は
、
二
十
世
紀
初
頭
、
米
国
の
ひ
と
り

の
娘
が
母
の

命
日
（
５
月

８
日
）
に
白

い
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
配

り
、
大
反
響

を
呼
ん
だ
こ

と
が
始
ま
り

で
す
。
戦
前

の
日
本
で
は
、

皇
后
誕
生
日

（
昭
和
天
皇
の
后
）
で
あ
る
３
月
6
日
（
地

久
節
）を
母
の
日
と
し
、
婦
人
会
な
ど
を
中

心
に
色
々
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
戦
後
、
米
国
の
例
に
な
ら
う
よ
う
に
、

５
月
の
第
２
日
曜
日
に
を
母
の
日
と
し
ま

し
た
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
言
葉
は

「
熱
愛
」
で
そ
の
花
言
葉
に
ち
な
ん
で
健

在
の
母
に
は
、
赤
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

贈
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
。
今
で
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
そ
の
人
の
好
き
な
花
を
贈
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。（
写
真
：「
花

お
り
お
り
」
朝
日
新
聞
社
よ
り
）


